
〜 公共施設の “未来” について考えよう！〜

⽯岡市公共施設⽩書
概要版



石岡市の公共施設白書の発刊に当たって

石岡市では，昭和４０年代頃から人口の

増加や市民ニーズなどに対応するため，学

校，保育所，公民館，スポーツ施設，市営

住宅など様々な公共施設や道路・上下水道

などの都市基盤施設の整備を進めてきまし

た。こうした公共施設の多くは，現在，老

朽化が進行し，今後は，大規模な改修や建

て替えが必要となるばかりでなく，これら

が同時期に集中することも懸念されていま

す。また，少子・高齢化や人口減少など社

会状況の変化とともに，公共施設を取り巻

く環境も大きく変化しつつあることから，

今後は，将来を見据えた公共施設のあり方

について，様々な検討が必要となっており，

いずれの公共施設も，その機能や役割につ

いて改めて見直すことが求められてきてい

ます。

一方で，市の財政状況は自主財源の根幹

である市税が生産年齢人口の減少等により

減少していくとともに，平成２８年度から

の普通交付税合併算定替の縮減により，地

方交付税も減少する見込となっています。

また，支出においては，障害者福祉費や生

活保護費などの扶助費に加え，介護保険や
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後期高齢者医療に対する繰出金など社会保

障経費の増加が見込まれています。

このような状況下において，将来にわた

り適切な公共サービスの提供と持続可能な

財政運営を両立させるためには，経常的な

経費の抑制につながる公共施設の維持管理

経費の削減に向けて取り組むことは必要不

可欠となります。

そのため，市が保有し管理運営している

公共施設について，全体像を明らかにする

とともに，その機能や配置状況，利用状況

や稼働状況，施設運営に要する経費や施設

の老朽度等について実態を把握するため，

その基礎的な資料となる「公共施設白書」

を作成いたしました。

今後は，「公共施設白書」と「市民アン

ケート」から明らかになった実態や課題を

様々な角度から整理・分析した上で，本市

の公共施設のあるべき姿について，市民の

皆様と共に検討していきたいと考えていま

す。

皆様のご理解とご協力を心よりお願い申

し上げます。
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市の人口推移

旧中学校区別人口

・今後20年間の人口は，市全体で18.7 ％の減少

・旧中学校区別では，最大で旧有明中学校区25.2％の減少，最少で石岡中学校区13.0％の減少と地
域によって大きな開きがあります。

人口減少だけじゃなくて，
人口構成も大きく変化するん
だなぁ。

これからは，地域によっても
人口変化の状況が大きく違っ
てくるのね。

・市の人口は，平成27年の7.7万人から平成47年には6.2万人に減少する見込み

・年少人口は，0.9万人から0.5万人へと減少し，老年人口は，2.3万人から2.4万人へと増加する
ことが予測されます。
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つくば市

土浦市
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笠間市
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その他

用地取得費

道路・橋りょう等に
係る投資的経費

公共施設に係る
投資的経費

55 53 51 51 50 

54 56 55 57 61 

52 
27 34 27 28 

31 

35 33 33 36 

20 

19 21 25 21 

42 

52 48 39 44 

9 
17 16 

11 

37 42 37 

37 40 

303 302 299 
284 290 

0

50

100

150

200

250

300

350

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

（億円）

支出（歳出）の状況

繰出金

積立金・投資及び出資金・貸付金

投資的経費

補助費等

維持補修費

物件費

公債費

扶助費

人件費

投資的経費の状況

・社会福祉費などの「扶助費」が増加傾向にあります。

・今後も高齢化の進展により扶助費の増加が見込まれます。

・投資的経費の直近5年間は38～52億円の水準で推移

・内訳は，道路等のインフラ整備に15～21億円，公共施設等に16～28億円

・人口減少・高齢化が進むなか投資的経費を維持できるかが課題です。

子どものお金だけじゃなくて，

の費用がもっと必要になるわ。

子どものお金だけじゃなくて，
高齢者が増えると，福祉関係
の費用がもっと必要になるわ。

建物だけじゃなくて，道路や
橋などインフラのお金も必要
なんだ。※将来に残る施設等を整備するための経費



公共施設の状況

・築30年以上の建物では，学校教育系施設が他の公共施設に比べ老朽化が進行しています。

学校（緑色）が市の施設の
約半分を占めているわ。
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建物延床面積
27.1万㎡

市民1人当たり
3.57㎡/人

用途 延床面積 割合 用途 延床面積 割合

学校教育系施設 保健・福祉施設

小学校，中学校，給食センター等
保健センター，ふれあいの里，障害

者福祉施設　等

公営住宅 子育て支援施設

大作台住宅，水久保住宅　等
保育所，幼稚園，児童館，児童クラ

ブ　等

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 社会教育系施設
海洋センター，キャンプ場，やさと温

泉ゆりの郷　等
図書館，常陸風土記の丘　等

市民文化系施設 産業系施設
市民会館，旭台会館，公民館，コミュ

ニティセンター　等

農産物直売センター，やさと農産物

直売所

行政系施設 その他

市役所，支所，出張所，消防施設等 倉庫，公衆便所　等

271,023㎡

1.7%

2.5%

4.5%

4,587㎡

6,767㎡

12,192㎡

8.8%

0.1%363㎡21,093㎡

8.8%

14.0%

46.3%125,505㎡

23,858㎡

38,053㎡

7.8%

合計

23,830㎡5.5%14,775㎡
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1.3倍

直近の
投資的経費

22.8億円

今後40年間の
建替え・大規模改修等
の費用総額

1,181億円

建替え・大規模改修等にかかるコスト

平均 29.5億円/年

既存の
公共施設等にかかる投資的経費

（平成22年度～平成26年度）

平均 22.8 億円/年

大規模改修

※積み残し大規模改修

建替え

1.8倍

最初の10年
平均40.7億円

新庁舎建替え

（平成27年度～平成66年度）

年平均65.9億円

直近5年間実績

44.5億円

1.5
倍

今後の建替え・改修にかかるコスト試算

・現在保有する公共施設を全て更新すると仮定すると，今後40年間の更新費用総額は約1,181億円

・毎年必要な額は29.5億円で，現状にかかる公共施設の投資的経費の1.3倍

＜公共施設＞

＜公共施設＋インフラ＞

・公共施設とインフラ資産にかかる更新費用を合算すると，今後40年間総額で2,636億円

・毎年必要な額は65.9億円で，現状にかかる公共施設とインフラ資産の投資的経費の1.5倍

これから，建物にも，
インフラにも，今以上に
お金が必要になるんだ
なぁ。

今後40年間

2,636億円

（億円）
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道路
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用途別実態把握

＜利用状況＞

施設が１年間に，
どれくらい利用されて
いるかを把握
(利用者数，稼働率等)

※公共施設白書では，この他にも施設の運営状況（運営方式，運営人員，運営体制等）の
記載があります。

公共施設の現状を，いろいろ
な観点から把握したよ。
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●施設別利用者数

＜建物状況＞

＜建物状況＞

パターンⅠ パターンⅡ

評
　
　
価

・耐震安全性が確保されていない
・さらに，老朽化が進行している
⇒耐震安全性の確保とともに，老朽化
対策も必要な施設

・老朽化が進行している
⇒建替え又は大規模改修 などの老朽
化対策の検討が必要な施設

耐震性 老朽化 老朽化

0
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優先１

振分基準;

①=1の施設

①耐震化

②老朽化

③劣化状況

④バリアフリー対応

⑥維持管理

⑤環境対応

0
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優先２

①耐震化

②老朽化

③劣化状況

④バリアフリー対応

⑥維持管理

⑤環境対応

振分基準;

パターンⅠ以外で

②=1の施設

建物の構成要素の状況
をレーダーチャートで
評価

＜コスト状況＞ ●施設別トータルコスト

施設にかかるすべての
コスト（施設維持管理，
事業運営等）を把握
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エントランスホール
エントランスホール
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地域実態マップ ～公共施設の配置状況～

石岡市の持っている施設を整理した
「地域実態マップ」を見てみよう！
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学校が一番きめ細かく配置さ
れているわね。
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地域別実態把握

旧有明中学校区

人口構成

人口構造や人口動態の変化から見る課題

• 区域内の人口は，市全体の約6%を占めています。今後
20年間で約25%減少する見込みです。

• 年少人口は約37％減少し，老年人口は約5%減少が見込
まれており，市全体より少子高齢化の進行が緩やかとな
っています。

• 今後は，人口構成や人口動態などの将来を見据えた施設
の活用の検討が必要であると考えられます。

保全の観点から見る課題

• 区域内の施設のうち，恋瀬地区公民館との複合施設であ
る恋瀬出張所，瓦会地区公民館，八郷総合運動公園，瓦
会・恋瀬小学校，瓦会小・恋瀬小児童クラブは築30年
を超えており，長寿命化が適さない可能性がある施設で
す。

• 今後の改修の際は，周辺施設の状況を踏まえ，更新の優
先度等を総合的に決めていく必要があります。

施設配置図

実態マップ

旧中学校区（８地区）ごとに，
公共施設の状況を把握したよ。

平成27年 平成47年 人口増減率

4,873人 3,643人 -25.2%
人口 人口 増減率

老年人口
（65歳～）

生産年齢人口
（15～64歳）

年少人口
（0～14歳）

433人 274人 -36.8%

1,696人 1,611人 -5.0%

2,744人 1,758人 -35.9%

～ 旧有明中学校区の例～
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今後のスケジュール

平成27年度 平成28年度 平成29年度～

公共施設白書
の作成

• 市勢状況等の整理分析

• 公共施設の実態

（利用, 運営,コスト, 建物）

• 地区別の実態

• 今後の公共施設のあり方

基本方針作成

• 全体方針

• 保全方針

• インフラ方針
施設類型ごとの

方針作成

総合管理計画
の策定

モデル事業検討等

実行へ

個別計画等
の策定へ

9

今年度，公共施設の利用状況やコスト状況など

をとりまとめ，施設が抱える現状と課題を明らか

にしました。さらに，老朽化が進行する主な公共

施設については現地調査を行い，劣化状況を統一

的な視点で把握・整理し，今後の公共施設のあり

方について検討していくため「公共施設白書」を

作成しました。

今後は，「公共施設白書」や現地調査等で明ら

かとなった公共施設の実態や課題を整理し，本市

の公共施設のあり方の基本的な考え方を示した総

合的・計画的な管理に関する基本方針をとりまと

めます。

そして，基本方針に基づき，具体的な施設類型

別や地域別の改善方策を検討し，施設類型別の方

針作成につなげるほか，それらの改善案からより

緊急性・実行性の高いものをモデルとして先行的

に検討をして，公共施設マネジメントの推進へつ

なげます。これらの検討内容を，公共施設等総合

管理計画としてとりまとめ，以降の実行段階へ

移っていくことを考えています。
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